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Ｑ
議
案
第
五
十
九
号
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
説
明

を
。

Ａ
今
ま
で
は
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
寄
付
金
に

に
つ
い
て
は
所
得
か
ら
寄

付
金
を
引
く
と
い
う
制
度

で
十
万
円
以
上
の
制
限
が

あ
っ
た
。
今
回
の
改
正
は

地
方
公
共
団
体
に
寄
付
を

し
た
場
合
、
税
額
か
ら
引

く
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

五
千
円
以
上
が
対
象
額
と

な
っ
た
。

Ｑ
熱
損
失
防
止
改
修
住

宅
の
工
事
と
は
。

Ａ
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ

た
住
宅
に
か
か
る
固
定
資

産
税
の
減
額
措
置
の
創
設

で
一
定
の
基
準
を
ク
リ
ア

す
る
住
宅
に
つ
い
て
、
翌

年
度
の
税
額
か
ら
三
分
の

一
が
減
額
さ
れ
る
。

Ｑ
議
案
第
六
十
三
号
で

は
、
同
じ
香
美
市
の
住
宅

で
、
下
水
道
使
用
料
に
差

額
が
生
じ
る
が
、
不
公
平

で
は
な
い
の
か
。

Ａ
今
回
の
条
例
改
正
で

は
、
徴
収
の
仕
方
を
明
文

化
し
た
も
の
だ
。
使
用
料

の
格
差
に
つ
い
て
は
今

後
、
関
係
す
る
課
と
審
議

し
た
い
。

Ｑ
協
議
は
難
し
い
と
思

う
が
九
月
定
例
会
ま
で
に

目
途
が
た
つ
の
か
。

Ａ
基
本
的
な
方
向
性
に

つ
い
て
の
目
途
は
つ
く
。

Ｑ
議
案
第
六
十
六
号
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
協
定

書
の
内
容
が
決
ま
れ
ば
議

会
に
公
表
で
き
る
か
。

Ａ
設
置
管
理
運
営
条
例

の
中
に
義
務
規
定
は
な
い

が
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
資

料
と
し
て
示
す
。

Ｑ
提
案
理
由
で
「
管
理

運
営
を
効
果
的
に
行
う
」

と
あ
る
が
ど
う
い
う
意
味

か
。

Ａ
基
本
的
な
と
こ
ろ
は

協
定
書
で
確
認
し
、
細
か

い
部
分
は
地
域
で
主
体
的

に
運
営
し
使
い
易
さ
を
追

求
し
て
も
ら
う
。

大
岸
眞
弓
議
員

本
議
案
は
国
会
で
成

立
し
た
地
方
税
法
改
正

案
の
成
立
を
受
け
て
の

も
の
で
、
い
わ
ゆ
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
な

ど
寄
付
金
控
除
拡
充
の

税
制
改
正
が
あ
っ
た
。

こ
れ
自
体
に
反
対
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
地

方
税
収
の
確
か
な
確
保

の
た
め
に
は
、
ピ
ー
ク

時
の
三
分
の
二
ま
で
に

減
額
さ
れ
た
地
方
交
付

税
を
元
に
戻
す
こ
と
こ

そ
今
な
す
べ
き
税
制
改

正
だ
。
ま
た
今
回
初
め

て
上
場
株
式
等
の
譲
渡

損
失
と
配
当
と
の
損
益

通
算
の
し
く
み
を
設
け

た
が
、
富
裕
層
へ
の
優

遇
を
拡
げ
、
一
層
マ
ネ

ー
投
機
を
あ
お
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。

環
境
に
配
慮
し
た
低

燃
費
車
取
得
税
の
軽
減

や
省
エ
ネ
改
修
住
宅
へ

の
減
税
な
ど
、
一
定
の

み
る
べ
き
改
正
は
あ
る

が
、
来
年
九
月
か
ら
、

住
民
税
の
年
金
天
引
き

も
決
め
ら
れ
た
。

所
得
の
低
い
高
齢
者

を
一
層
の
生
活
困
難
に

お
い
や
る
も
の
だ
。
以

上
の
点
か
ら
反
対
討
論

と
す
る
。

猪野々集会所

反
対
討
論
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Ｑ
承
認
第
九
号
に
つ
い

て
、
基
金
繰
入
金
を
大
き

く
減
額
し
て
い
る
が
、
見

込
み
す
ぎ
で
は
な
い
か
。

Ａ
予
算
を
組
む
と
き
は
、

国
・
県
か
ら
の
収
入
を
な

る
だ
け
低
く
見
積
も
り
、

基
金
繰
入
金
に
よ
り
組
ん

で
い
る
。
そ
の
関
係
上
、

基
金
を
多
く
繰
り
入
れ
た

形
と
な
る
。

Ｑ
保
険
税
補
正
の
理
由

は
。

Ａ
予
算
は
、
国
・
県
の

実
績
と
医
療
費
の
予
測
に

よ
り
組
ん
で
い
る
。
保
険

税
に
つ
い
て
も
一
定
の
予
測

に
よ
る
も
の
だ
。
税
額
に

つ
い
て
は
、
十
八
年
度
よ

り
上
が
る
と
見
込
ん
で
い

た
が
、
若
干
下
が
る
結
果
と

な
っ
た
。
ま
た
、
滞
納
繰

越
分
に
つ
い
て
は
実
績
に

見
合
う
も
の
と
し
た
。

Ｑ
議
案
第
五
十
八
号
に

つ
い
て
、
前
期
高
齢
者
医

療
財
政
調
整
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
国
保
会
計
の
負

担
は
軽
減
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
程
度
の
負
担

減
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ
現
時
点
で
の
見
込
み

は
で
き
な
い
。
前
期
高
齢

者
の
支
援
金
が
制
度
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
保
険
者
か
ら
基
金

を
集
め
て
再
配
分
す
る
た

め
、
前
期
高
齢
者
の
加
入

が
多
い
国
保
に
つ
い
て
は

配
分
が
多
く
な
る
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。

【
補
足
説
明
】

議
案
第
六

十
号
に
つ
い
て
、
本
年
度

よ
り
国
保
税
は
医
療
分
、

介
護
分
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
の
三
本
立
て
に
な

り
、
昨
年
度
ま
で
の
医
療

分
を
医
療
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
に
分
け
た
。

本
年
度
の
国
保
税
率
は
、

医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
の
合
計
が
、
所
得

割
で
昨
年
度
よ
り
二
％
の

減
、
資
産
割
は
同
率
、
均

等
割
は
同
額
、
平
等
割
り

で
二
千
円
の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
介
護
分
は
昨
年

度
と
同
様
で
あ
り
、
最
高

限
度
額
は
六
十
八
万
円
で
、

昨
年
度
よ
り
三
万
円
の
増

で
あ
る
。
所
得
割
を
さ
げ

て
平
等
割
り
を
上
げ
た
理

由
は
、
応
能
応
益
の
割
合

を
五
〇
対
五
〇
に
近
づ
け

て
七
・
五
・
二
割
の
軽
減

を
実
施
す
る
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
二
割
軽
減
の
方
は
、

こ
れ
ま
で
申
告
制
で
あ
っ

た
が
、
本
年
度
か
ら
職
権

で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

Ｑ
特
別
徴
収
に
つ
い
て
、

対
象
者
数
と
徴
収
方
式
は
。

Ａ
対
象
者
数
は
確
定
し

て
い
な
い
。
七
月
か
ら
九

月
ま
で
は
普
通
徴
収
で
、

十
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な

る
。

Ｑ
最
高
限
度
額
は
国
に

準
じ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
自
治
体
独
自
で
設
定

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

Ａ
断
言
は
で
き
な
い
が
、

市
町
村
の
裁
量
で
設
定
で

き
る
と
思
う
。
し
か
し
、

一
市
町
村
の
み
限
度
額
が

違
う
と
い
う
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
。
ま
た
、
税

収
に
も
影
響
が
出
る
た

め
、
本
市
と
し
て
は
統
一

し
た
限
度
額
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
国
保
会
計
は
、
各
市

町
村
に
よ
っ
て
内
容
が
違

う
と
思
う
が
、
今
後
本
市

の
国
保
会
計
の
考
え
方
は
。

Ａ
医
療
費
は
、
今
後
も

増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ

る
の
で
、
現
在
の
基
金
約

六
億
六
千
万
は
多
い
と
思

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
税

額
に
つ
い
て
は
現
状
維
持

か
、
あ
る
い
は
医
療
費
に

見
合
っ
た
税
額
を
収
納
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
将

来
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海

地
震
も
考
慮
し
、
不
測
の

事
態
に
備
え
た
い
。

Ｑ
議
案
第
六
十
二
号
に

つ
い
て
、
統
合
後
の
大
栃

高
校
校
舎
等
の
利
活
用
に

つ
い
て
県
と
協
議
し
て
い

る
か
。

Ａ
こ
の
問
題
に
関
し
て

は
、
物
部
地
域
審
議
会
か

ら
、
県
・
香
美
市
・
市
教

委
・
学
校
関
係
者
等
で
調

整
会
議
が
も
て
な
い
か
と

の
声
を
受
け
て
、
六
月
五

日
に
大
栃
高
校
統
合
に
か

か
る
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
そ
の
中
で
大
栃
高
校

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も

意
見
が
出
さ
れ
、
県
と
し

て
は
跡
地
の
利
用
計
画
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

懇
談
会
の
内
容
を
物
部
地

域
審
議
会
に
報
告
し
、
今

後
の
対
応
を
考
え
て
い
く
。大栃高校
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Ｑ
承
認
第
六
号
で
、
下

水
道
建
設
費
の
自
家
発
電

設
置
工
事
は
以
前
に
も
発

生
し
て
計
上
さ
れ
た
と
思

う
が
。

Ａ
管
渠
施
設
工
事
の
完

成
度
が
劣
っ
て
い
た
た
め

ケ
ー
ブ
ル
を
伝
わ
っ
て
汚

水
が
入
り
配
電
盤
が
故
障

し
た
事
例
が
あ
っ
た
。
そ

の
為
、
現
在
管
渠
を
カ
メ

ラ
調
査
し
て
い
る
。
汚
水

が
た
ま
っ
て
い
る
所
、
ク

ラ
ッ
ク
が
あ
る
部
分
等
に

つ
い
て
順
次
改
善
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
下
水
道
加
入
奨
励
金

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

加
入
状
態
は
ど
う
か
。

Ａ
当
初
の
予
定
よ
り
悪

い
。
現
在
の
接
続
率
は
四

〇
％
台
で
、
加
入
促
進
の

た
め
、
三
月
か
ら
各
世
帯

に
手
紙
案
内
し
て
い
る
。

Ｑ
集
合
住
宅
に
お
い
て

下
水
道
使
用
料
の
滞
納
繰

越
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
。

Ａ
会
計
処
理
上
、
特
別
会

計
間
で
の
出
入
が
認
め
ら

れ
て
な
い
た
め
発
生
す

る
。

Ｑ
そ
う
し
た
会
計
処
理

で
あ
れ
ば
極
端
な
場
合
、

上
水
道
料
の
み
支
払
っ
て

下
水
道
料
は
支
払
わ
ず
に

使
用
さ
れ
、
滞
納
が
ふ
え

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
措
置
を
検
討
し
て
い

る
。

平成20年5月30日

請　願　書

香美市議会議長　中澤　愛水　様

請願者　住所　香美市土佐山田町宝町5丁目5番25号

香美市建設業者有志一同

代表者　黒岩工業株式会社

代表取締役社長　野村俊博

紹介議員　西山　武

香美市内業者の育成と併せて工事の入札に

かかる最低制限価格の見直しを求める請願

近年長引く経済不況の煽りを受け、土木建設業界は大変厳しい状況にさらされている現状です。

こうしたなか、県内でも大手企業の倒産も相次ぎ極めて憂慮される現状にあり、今後更に経営の悪化や倒産が懸念されるな

か、道路特定財源の一般財源化を始めこれまで経験しない昨今の情勢にあって、われわれ土木建設業界においては早急に次の

とおり改善策を求めるため請願をいたします。

1、香美市内業者の育成

現在土木建設工事の指名に当たっては、県におけるランク付けまたは市におけるランク付けによりA級からD級に分類され

たなかで指名業者が入札に参加しています。

こうしたなかで香美市において行われる入札では昨今の公共工事の減少に伴い工事件数の減少もあり経営が著しく圧迫され

基準点数が下がりその結果基準額以上の入札の場合市内業者が不足するため市外業者が入札に参加している現状であります。

このことについて香美市内業者の育成の観点からも次のとおり改善を要求します。

①　香美市におけるランク付けの見直しを行うこと。

②　入札業者指名に際し基準額以上の場合、指名業者が不足するときは次のランクより繰り上げ指名すること。

2、入札の現状

工事の入札に当たっては、昭和61年に中央公共工事契約制度運用連絡協議会から示されたモデルに従って計算してきました。

しかしながら経営状況の悪化や倒産が相次ぐなか最低制限価格の早急な見直し（引き上げ）を求めるものです。

香美市の場合、建築75％から85％に土木3分の2から80％に、またはそれ以上に改善するよう切に要望するものです。（入札

ごとに最低制限価格の変動は行わないこと）

なお、近隣の市においてはすでに改善、引き上げが実行されております。

以上の要望点について、改善されるよう香美市市長に対し議会からの要請を賜りますように請願をいたします。


